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収　入
事業活動による収入 482,956,298円

会費収入 20,220,500円

寄附金収入 676,005円

経常経費補助金収入 86,444,101円

受託金収入 139,608,303円

貸付事業収入 1,070,500円

事業収入 5,511,160円

負担金収入 7,525,533円

介護保険事業収入 158,881,916円

就労継続支援事業収入 1,389,344円

障害福祉サービス等事業収入 49,337,540円

受取利息配当金収入 13,363円

その他の収入 12,278,033円

その他の活動収入 29,947,950円

その他の活動による収入 29,947,950円

合　計 512,904,248円 512,904,248円

支　出
社会福祉事業 401,889,252円

地域福祉事業 157,332,397円

共同募金配分金事業 19,002,045円

介護保険事業 178,396,597円

就労継続支援事業 20,734,658円

介護予防・日常生活総合事業 26,423,555円

公益事業 96,655,620円

受託事業 50,018,900円

指定管理事業 46,636,720円

合　計 498,544,872円 498,544,872円

※詳しくは、ホームページをご覧ください。

資  金  収  支  決  算

社 協 事 業 報 告 お よ び 決 算 報 告
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輪づくり
（地域福祉活動を推進します）

人づくり
（ボランティア活動を推進します）

地域づくり
（在宅生活の自立支援を推進します）

基盤づくり
（社協体制の強化を図ります）

このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

・支部（地区）社協活動の充実
・地域ケアシステム推進事業
・生活福祉資金、小口資金貸付事業
・心配ごと相談事業
・福祉機器貸出事業 /備品貸出事業
・日常生活自立支援事業
・生活困窮者自立相談支援事業
・親子通園事業
・新入学児童祝金支給事業
・福祉団体の育成及び支援
・サロンづくり支援
　（つどいの場）

・ボランティア講座の開催
・福祉教育への支援
・ボランティアセンターの運営
・ボランティア連絡協議会の運営支援
・善意銀行の運営
・サークル活動への支援

・在宅福祉サービス事業（子育て、移送含む）
・ふれあいサポート事業
・いきいき通所事業
・配食・会食サービス事業
・あんしん袋支給事業
・ひとり暮らし高齢者ふれあい訪問事業
・障害者自立支援事業
・重度障害者訪問入浴サービス事業
・障害者福祉センター
・居宅介護支援事業
・訪問介護事業
・訪問入浴事業

・理事会、評議員会の開催
・災害支援の強化
・定款及び諸規定の整備
・会員の増強
・共同募金運動の推進
・情報公開の推進
・広報誌の充実
・ホームページの充実

みんなでつくる福祉のまち（誰もが安心して暮らせる地域社会）

社 協 事 業 報 告 お よ び 決 算 報 告平成30年度

3



　

令
和
元
年
６
月
26
日
の
評
議
員

会
に
お
い
て
、
理
事
10
人
、
監
事

２
人
が
選
任
さ
れ
、
そ
の
後
の
理

事
会
に
お
い
て
会
長
、
副
会
長
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
た
な
理
事
の
任
期
は

令
和
元
年
６
月
26
日
〜
令
和
３
年

６
月
開
催
の
定
時
評
議
員
会
終
結

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営

に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
な
る
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
６
月
26
日
の
役
員
改

選
に
お
き
ま
し
て
、
理
事
の
皆
様

の
ご
推
挙
を
賜
り
引
き
続
き
会
長

に
再
任
さ
れ
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
社
会
を
考

え
ま
す
と
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
も
重
要
事

業
の
一
つ
と
な
っ
て
き
ま
す
が
、

権
利
擁
護
（
成
年
後
見
）
や
障
が

い
者
の
支
援
・
子
ど
も
の
見
守
り

支
援
・
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援

事
業
な
ど
も
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
本
協
議
会
で
は
第
３

次
笠
間
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
の

策
定
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
活
動
計
画
は
、
令
和
２
年
度
か

ら
６
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
社
協

活
動
の
基
本
的
な
方
向
性
と
具
体

的
な
取
り
組
み
を
明
ら
か
と
す
る

も
の
で
、
第
２
次
活
動
計
画
の
基

本
理
念
で
あ
る
「
み
ん
な
で
つ
く

る
福
祉
の
ま
ち
」
を
踏
襲
し
な
が

ら
も
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
少
し

で
も
多
く
取
り
入
れ
、
共
に
支
え

合
い
助
け
合
う
こ
と
の
で
き
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
と
と
も
に
地
域
福

祉
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
笠
間
市
社
会
福
祉

協
議
会
副
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
鷹
松
で
す
。

　

選
出
に
際
し
ま
し
て
は
、
そ
の

職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の

引
き
締
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

時
は
、
平
成
か
ら
令
和
へ
と
新

た
な
時
代
に
移
り
変
わ
り
ま
し
た

が
、
引
き
続
き
少
子
高
齢
化
に
伴

な
う
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
増

加
、
社
会
的
な
孤
立
や
生
活
困
窮

世
帯
へ
の
対
応
等
、
公
的
サ
ー
ビ

ス
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
諸
問

題
が
増
え
、
社
協
の
役
割
は
益
々

重
要
度
を
増
す
ば
か
り
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
様
な
状
況
の
中
で
、
本

会
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
「
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
」
を
め
ざ
し
、
微
力
な
が
ら
責

務
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
企

業
・
事
業
所
の
皆
さ
ま
方
の
、
ご

支
援
ご
協
力
を
、
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

氏　

名　
　
　

選
出
区
分

森　
　

昌
子　

福
祉
施
設

強こ
わ
ぐ
ち口　

玄も
と

子　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

藤
枝　

政
弘　

学
識
経
験
者

鷹
松　

丈た
け
ひ
と人　

学
識
経
験
者

小
野
瀬　

彰　

区
長
会

鈴
木　

守
正　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

岡
野　

博
之　

支
部
・
地
区
社
協

藤
枝　

好
博　

高
齢
者
ク
ラ
ブ

村
上　

寿
之　

笠
間
市
議
会

下
条
か
を
る　

行
政
関
係
者

川
井　

健
一

竹
江　

邦
夫

根
本　
　

玄は
じ
め　

福
祉
施
設

小
室　

和
子　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
月　

裕
美　

学
識
経
験
者

小
沼　

弘
行　

学
識
経
験
者

川
﨑　

幸
良　

区
長
会

芥
川　

麗
子　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

小
堀　
　

晃　

支
部
・
地
区
社
協

興き
ょ
う
の野　

政
行　
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

栗
林　

敏
子　

介
護
者
の
会

中
村　

章
一　
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

益
子　

康
子　

笠
間
市
議
会

堀
内　

信
彦　

行
政
関
係
者

大
関　

利
久

藤
田　

嘉
昭

小
菅　

君
枝

川
井　

健
一

石
田　

俊
夫

橋
本
由
合
子

海
老
澤
清
美

社
会
福
祉
事
業
に
つ
い
て

識
見
を
有
す
る
者

財
務
管
理
に
つ
い
て

識
見
を
有
す
る
者

誰もが安心して暮らせる
福祉のまちづくりをめざして

理事・監事・評議員決まる

会　長
藤枝　政弘

副会長
鷹松　丈人

理　
事

監　
事

評
議
員

苦
情
解
決
第
三
者
委
員

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員

理事会

評議員会
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このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
は
、

戦
後
間
も
な
い
昭
和
26
年
に
民
間

の
社
会
福
祉
活
動
の
強
化
を
図
る

た
め
全
国
・
都
道
府
県
段
階
で
誕

生
し
ま
し
た
。

　

ほ
ど
な
く
市
町
村
で
組
織
化
が

進
み
、
福
祉
活
動
へ
の
住
民
参
加

を
進
め
な
が
ら
現
在
ま
で
一
貫
し

て
地
域
福
祉
活
動
推
進
の
中
心
的

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
、
社
会
福
祉
の
関
係

者
な
ど
の
参
加
・
協
力
を
得
て
組

織
さ
れ
、
民
間
組
織
と
し
て
の
自

主
性
と
広
く
住
民
や
社
会
福
祉
関

係
者
に
支
え
ら
れ
た
公
共
性
と
い

う
２
つ
の
側
面
を
あ
わ
せ
も
っ
て

い
ま
す
。

　

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福

祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
地
域

福
祉
の
推
進
を
使
命
と
す
る
組
織

で
す
。

　

住
民
主
体
の
理
念
に
基
づ
き
、

地
域
が
抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な

福
祉
問
題
を
地
域
全
体
の
問
題
と

し
て
と
ら
え
、
そ
の
活
動
を
通
し

て
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と

地
域
福
祉
の
推
進
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

輪
づ
く
り

　

支
部
・
地
区
社
協
活
動
の
充
実

／
サ
ロ
ン
（
集
い
の
場
）
づ
く
り

支
援
／
イ
ベ
ン
ト
用
備
品
の
貸
出

な
ど

地
域
づ
く
り

　

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
／
配

食
・
会
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
／
い
き

い
き
通
所
事
業
／
介
護
保
険
事
業

な
ど

人
づ
く
り

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
開
催
／

福
祉
教
育
へ
の
支
援
／
サ
ー
ク
ル

活
動
へ
の
支
援

基
盤
づ
く
り

　

社
協
体
制
の
強
化
／
会
員
会
費

の
増
強
／
共
同
募
金
運
動
の
推
進

／
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
な
ど

　

※
詳
し
く
は
、
３
頁
参
照

◎
皆
さ
ま
か
ら
の
会
費

◎
共
同
募
金
か
ら
の
配
分
金

◎
皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

　
い
た
ご
寄
附

◎
市
か
ら
の
補
助
金
・
受
託
金

◎
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る

　
介
護
報
酬

◎
そ
の
他

　

そ
の
う
ち
会
費
は
、
社
協
が
地

域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
に
実
施

す
る
事
業
の
独
自
財
源
と
し
て
、

最
も
重
要
な
も
の
で
す
。

　

社
協
の
活
動
は
、
皆
さ
ま
の
会

費
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
人
ひ
と
り
が
「
地
域
福
祉
」
を

自
ら
の
活
動
と
し
て
受
け
止
め
、

地
域
福
祉
活
動
に
間
接
的
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
意
味
も
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

※
詳
し
く
は
、
２
頁
参
照

　

平
成
12
年
の
社
会
福
祉
法
改
正

に
お
い
て
、
地
域
福
祉
と
い
う
用

語
が
初
め
て
法
律
上
用
い
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
、「
地
域
福
祉
の
推

進
」
と
し
て
、
理
念
規
定
を
設
け
、

誰
が
何
の
た
め
に
行
う
べ
き
も
の

な
の
か
を
法
律
上
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
社
協
が
「
地
域
福

祉
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
団
体
」
と
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

制
度
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、

お
互
い
に
助
け
た
り
助
け
ら
れ
た

り
す
る
関
係
や
そ
の
仕
組
み
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
住
民
の

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
仕
組

み
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
持
続
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
生
活
課
題
に
つ
い
て
住
民
一
人

ひ
と
り
の
努
力
（
自
助
）、
住
民

同
士
の
相
互
扶
助
（
共
助
）、
公

的
な
制
度（
公
助
）の
連
携
に
よ
っ

て
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
取
り

組
み
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
は

社
協
の
仕
事

社
協
の
財
源

地
域
福
祉

『社協』を知っていますか？
その❶

民
間
の
社
会
福
祉
活
動
強
化

を
目
的
に
昭
和
26
年
に
誕
生
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地
域
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
地

域
に
足
り
な
い
も
の
、
あ
っ
た
ら

良
い
も
の
な
ど
を
住
民
同
士
で

「
話
し
合
う
場
」
の
必
要
性
を
感

じ
て
も
ら
お
う
と
笠
間
市
と
共
催

で
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
県
保
健
福
祉
部
健

康
・
地
域
ケ
ア
推
進
課
江
橋
将
哉

氏
か
ら
「
地
域
づ
く
り
の
話
し
合

い
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
と

題
し
、
人
口
減
少
、
少
子
化
、
超

高
齢
社
会
の
課
題
、
国
の
取
組
み

な
ど
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
る

方
は
認
知
症
や
介
護
の
予
防
に
つ

な
が
る
こ
と
、「
話
し
合
い
の
場
」

が
大
切
で
あ
る
こ
と
も
他
市
町
村

の
事
例
を
あ
げ
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
市
職
員
と
社
協
職

員
に
よ
る
「
ク
イ
ズ
笠
間
市
を
知

ろ
う
」
で
、
笠
間
市
の
人
口
、
出

生
数
、
病
院
の
ベ
ッ
ド
数
な
ど
身

近
な
こ
と
で
も
意
外
と
知
ら
な
い

こ
と
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
こ
と
を
考
え
る
に
は
、

地
域
の
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
今
後
「
地
域
で
話
し

合
う
場
」
を
作
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
事
務
局
）

　

日
本
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョン
協
会

フ
ェ
ロ
ー
徳
田
太
郎
氏
を
講
師
に

「
話
し
あ
い
の
進
め
方
に
つ
い
て

学
ぼ
う
」
の
タ
イ
ト
ル
で
講
話
と

話
し
あ
い
の
体
験
を
行
っ
た
。
１

班
４
人
、
17
班
に
分
か
れ
、
班
内

で
の
話
し
あ
い
が
始
ま
る
。

　

講
話
で
は
、「
よ
り
よ
い
話
し
あ

い
」
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
、
①
会

す
る（
話
し
あ
い
の
場
を
つ
く
る
）

②
議
す
る
（
話
し
あ
い
を
活
性
化

す
る
）
③
決
す
る
（
話
し
あ
い
を

構
造
化
す
る
）
④
動
く
（
対
立
解

消
・
合
意
形
成
す
る
）
に
つ
い
て
、

話
し
あ
い
を
行
う
上
で
の
注
意
点

を
ふ
ま
え
た
説
明
が
あ
っ
た
。

　

説
明
の
な
か
で
、「
①
の
『
ゴ
ー

ル
』
と
『
進
め
方
』
を
明
確
化
し
、

共
有
す
る
。
③
の
み
ん
な
の
見
え

る
と
こ
ろ
に
・
み
ん
な
が
見
え
る

よ
う
に
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
書
き

な
が
ら
話
し
あ
う
」
が
、
特
に
印

象
に
残
っ
た
。　
　
　
　
（
髙
野
）

【笠間地区】
支部・地区名 役　職 氏　　名

こ う ゆ う 会 会 長 小　堀　　　晃
上 加 賀 田 支 部
「 ま な だ け 会 」 会 長 富　田　哲　夫

大 橋 支 部 運営委員長 森　　　和　以
来 栖 支 部
「来栖四つ輪の会」 会 長 晝

ひる
　岡　　　進

寺 崎 支 部
「 し ん こ う 会 」 会 長 志　村　謙　一

箱 田 支 部
「 ふ れ あ い 会 」 会 長 大　月　弘　之

下市毛支部（15区） 支 部 長 飯　塚　信　一
13区社会福祉協議会 運営委員長 古　木　　　滋
高 田 支 部 運営委員長 田　中　　　宏
稲 田 支 部
「 み か げ 会 」 支 部 長 高　橋　一　夫

池 野 辺 支 部 支 部 長 井　口　　　清
福 原 支 部 支 部 長 深　谷　敏　知
安心ネットワーク柏（20区） 運営委員長 久 保 田 　 　 明

【友部地区】
支部名 役　職 氏　　名

宍 戸 支 部 長 雨　谷　高　市
東 支 部 長 鈴　木　義　雄

中 央 支 部 長 入　江　　　廣
大 旭 支 部 長 小　野　　　武
北 川 根 支 部 長 鈴　木　　　裕
大 原 支 部 長 須　藤　敏　夫

【岩間地区】
地区名 役　職 氏　　名

上 押 辺 運 営 委 員 長 山　辺　充　央
吉 岡 ２ 運 営 委 員 長 神　　　　　衛
下 安 居 運 営 委 員 長 軽　部　はるみ
土 師 運 営 委 員 長 中　里　節　男
南 部 運 営 委 員 長 岡　野　博　之
安 居 東 部 運 営 委 員 長 田　口　勝　己
新 渡 戸 運 営 委 員 長 数　納　　　亨
参 り 坂 運 営 委 員 長 藤　田　繁　好
岩 間 西 部 運 営 委 員 長 生　駒　敏　文

〈敬称略〉

支部・地区社協運営委員が決まりました

　

内
閣
府
が
今
年

度
行
っ
た
全
国
の

60
歳
以
上
を
対
象

に
し
た
調
査
に
て
、

死
亡
後
に
発
見
さ

れ
る
「
孤
立
死
」

に
、
34
％
の
方
が
「
身
近
に

感
じ
る
」
と
回
答
し
た
と
の

こ
と
で
す
。
こ
の
数
字
が
表

す
と
こ
ろ
と
は
、
地
域
と
の

繋
が
り
が
薄
く
、
見
守
り
な

ど
の
支
援
を
必
要
と
し
て
い

な
が
ら
行
き
渡
っ
て
い
な
い

方
が
既
に
多
い
実
態
と
、
今

後
さ
ら
に
増
加
す
る
だ
ろ
う

と
い
う
こ
と
が
浮
き
彫
り
と

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
笠

間
市
に
お
い
て
は
65
歳
以
上

の
年
齢
別
人
口
割
合
が
全

国
平
均
値
よ
り
高
く
、
19

年
度
で
は
31
・
４
％
を
占
め
、

２
０
４
５
年
頃
に
は
、
44
％

超
と
な
る
試
算
も
あ
り
ま
す
。

　

悲
観
し
た
く
な
る
統
計
で

す
が
、
未
来
に
向
か
っ
て
今
、

私
た
ち
は
年
齢
や
性
別
、
障

が
い
な
ど
に
関
係
な
く
手

を
取
り
合
い
安
心
し
て
暮
ら

す
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
、

一
人
ひ
と
り
何
が
出
来
る
か

自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
、

次
の
世
代
に
繋
い
で
い
く
分

水
嶺
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
入
江
）

ちょっとちょっとちょっと

まじめな話まじめな話まじめな話

講師とのディスカッション

6/20

117
人
参
加

第
１
回
地
域
づ
く
り
研
修
会

友
部
公
民
館

８/６

75
人
参
加

第
２
回
地
域
づ
く
り
研
修
会

市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま

6



このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
サ
ロ
ン
「
ぐ

う
ち
ょ
き
ぱ
」
は
平
成
29
年
８
月

に
発
足
致
し
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ

第
２
・
第
４
金
曜
日
と
、

月
の
最
終
日
曜
日　

月
３
回

時
間　

１
時
〜
４
時

（
喉
・
肺
を
鍛
え
る
為
自
由
に

歌
っ
て
居
り
ま
す
）

短　
歌

第
２
日
曜
日　

１
時
〜
３
時

い
く
つ
か
作
っ
た
も
の
を
先
生

に
添
削
し
て
い
た
だ
い
て
居
り

ま
す
。

（
頭
の
体
操
で
す
）

手　
芸

第
３
金
曜
日

　

１
時
〜
４
時

自
分
で
作
り
た
い
も

の
、
ブ
ロ
ー
チ
・
人
形
・
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
等
作
っ
て
居
り
ま
す
。

　

先
生
が
材
料
を
そ
ろ
え
て
教

え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

時
に
は
お
料
理
（
レ
ン
ジ
で

チ
ン
）
を
す
る
事
も
あ
り
ま
す
。

（
手
先
の
運
動
で
す
）

　

他
の
地
域
の
方
大
歓
迎
で
す
。

気
軽
な
お
し
ゃ
べ
り
の
会
な
の
で

い
つ
で
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

広
範
囲
の
方
と
交
流
し
知
識
を

深
め
ま
し
ょ
う
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

手
芸
は
用
意
が
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、

身
近
な
地
域
に
お
い
て
、
高
齢
の

方
や
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
、
そ

の
家
族
、
子
育
て
中
の
方
な
ど
が

気
軽
に
参
加
で
き
、
孤
立
感
の
解

消
、
地
域
の
見
守
り
な
ら
び
に
閉

じ
こ
も
り
や
介
護
予
防
・
健
康
の

維
持
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

楽
し
く
仲
間
づ
く
り
を
行
う
活
動

で
す
。

　

サ
ロ
ン
は
「
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
の
場
」

だ
け
で
は
な
く
「
地
域
の
人
た
ち

の
顔
つ
な
ぎ
の
場
」、
そ
し
て
新

た
な
活
動
に
つ
な
が
る
『
生
活
課

題
の
発
掘
の
場
』
で
も
あ
り
ま
す
。

笠
間
市
社
協
で
は

こ
ん
な
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

○
立
ち
上
げ
の
お
手
伝
い

○
他
の
サ
ロ
ン
と
の
交
流
や

　
　
情
報
交
換
の
場
づ
く
り

○
実
施
・
運
営
に
必
要
な
活
動

　
　
経
費
の
一
部
助
成

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
サ
ロ
ン
に
参

加
し
て
よ
か
っ
た

…
…
」。
い
つ
も
そ

う
話
し
て
い
る
の

は
、
長
兎
路
地
区
の

Ａ
さ
ん
。
と
い
う
の

も
、
サ
ロ
ン
が
き
っ

か
け
で
、
と
て
も
お
め
で
た

い
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
兎
」
は
、

平
成
29
年
４
月
に
開
設
。
こ

こ
に
参
加
し
た
Ａ
さ
ん
は
、
運

営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
人
で
あ

る
Ｂ
さ
ん
と
は
遠
縁
に
あ
た

り
ま
す
。
し
ば
ら
く
顔
を
合

わ
せ
て
い
な
か
っ
た
二
人
は
、

20
年
ぶ
り
に
喜
び
の
再
会
を

果
た
し
、
昔
話
に
花
が
咲
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
Ｂ
さ
ん

は
Ａ
さ
ん
の
お
孫
さ
ん
（
40

代
）
が
、
未
婚
で
あ
る
こ
と

を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
Ｂ
さ
ん
は
、
前
々

か
ら
誰
か
い
い
人
が
い
た
ら

紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
、

知
り
合
い
の
娘
さ
ん
を
Ａ
さ

ん
の
お
孫
さ
ん
に
引
き
合
わ

せ
ま
し
た
。
す
る
と
ト
ン
ト

ン
拍
子
に
話
が
進
み
、
な
ん

と
、
二
人
は
め
で
た
く
ご
成

婚
と
な
り
ま
し
た
。

　

昔
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
っ
た

地
域
の
縁
結
び
の
力
が
、
サ

ロ
ン
で
見
事
に
復
活
。
お
二

人
に
は
、
サ
ロ
ン
が
つ
な
い
だ

縁
を
大
切
に
、
幸
せ
な
家
庭

を
築
い
て
ほ
し
い
と
私
も
心

か
ら
祝
福
し
て
い
ま
す
。

（
矢
口
）

サロンのサロンのサロンの

いい話いい話いい話

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

TEL
０
２
９
６
（
７
７
）
０
７
３
０

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会
笠
間
支
所

　

TEL
０
２
９
６
（
７
３
）
０
０
８
４

広
範
囲
の
方
と
交
流
し
、知
識
を
深
め
ま
し
ょ
う

サ
ロ
ン「
ぐ
う
ち
ょ
き
ぱ
」

笠間地区

代
表
　
舘た
ち

　
成せ
い
こ子
（
91
歳
）

まずは私から♪

舘さんの作品

あふれる まちづくりをめざして
ふれあいサロンをつくろう！思いやり

ふれあい
笑  顔

身
近
で
気
軽
に
集
え
る

場
所
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
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―
「
こ
こ
ろ
の
病
」
に
つ
い
て

の
理
解
と
対
応
に
つ
い
て
―
と
題

し
て
、
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

福
祉
連
携
サ
ー
ビ
ス
部
の
鈴
木
寛

さ
ん
よ
り
お
話
し
を
う
か
が
っ
た
。

　

平
成
23
年
４
月
に
県
立
こ
こ
ろ

の
医
療
セ
ン
タ
ー
と
名
称
を
変
更

す
る
前
は
、
県
立
友
部
病
院
と
し

て
、
社
会
復
帰
促
進
を
念
頭
に
お

い
て
積
極
的
な
開
放
的
治
療
を
導

入
し
て
い
た
精
神
科
病
院
だ
っ
た
。

　

平
成
23
年
10
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
、
精
神
科
一
般
外
来
、

薬
物
専
門
外
来
、
睡
眠
外
来
と
病

床
数
276
床
の
入
院
施
設
が
あ
る
。

　

１
日
約
300
人
が
来
院
す
る
と
の

こ
と
だ
。

　

昔
は
統
合
失
調
症
が
大
部
分
を

占
め
て
い
た
が
、
今
は
統
合
失
調

症
、
う
つ
病
、
躁
う
つ
病
、
発
達

障
害
、
認
知
症
、
薬
物
依
存
、
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
、
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
障
害
、
ゲ
ー
ム
障
害
と
多
種

多
様
で
あ
る
。

　

精
神
疾
患
は
決
し
て
珍
し
く
な

く
日
本
で
約
390
万
人
、
そ
の
う
ち

入
院
患
者
は
約
一
割
で
、
ほ
と
ん
ど

の
患
者
は
地
域
で
生
活
し
て
い
る
。

　

患
者
が
退
院
し
て
か
ら
地
域
で

安
定
し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
が

重
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め

に
地
域
に
開
か
れ
た
中
核
病
院
を

目
指
し
、
地
域
医
療
へ
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
や
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

デ
イ
ケ
ア
に
通
う
患
者
さ
ん
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
や
す

ら
ぎ
喫
茶
」
は
、
家
族
会
と
協
働

し
社
会
復
帰
を
目
指
す
方
々
の
手

助
け
を
し
て
い
る
。

　

病
院
は
、
空
間
、
緑
、
光
を
大

切
に
し
、
デ
ザ
イ
ン
や
構
造
に
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
入
っ
た
奥
は

吹
き
抜
け
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に

な
っ
て
い
て
、
地
域
住
民
も
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
名
物
の
カ

レ
ー
う
ど
ん
を
お
い
し
そ
う
に
食

べ
る
親
子
が
い
た
。　
　
　
（
塙
）

　
「
第
一
火
曜
日
の
会
」
は
、「
こ

こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
見
学

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
夏
休
み
わ
く
わ
く
体
験
教
室
」

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
を
講
師

に
、
友
部
・
笠
間
・
岩
間
の
３
カ

所
を
会
場
と
し
て
、
３
部
門
「
福

祉
８
教
室
」「
物
づ
く
り
10
教
室
」

「
ク
ッ
キ
ン
グ
５
教
室
」
に
分
か

れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
教
室
と

も
大
盛
況
で
、
子
供
た
ち
の
真
剣

な
眼
差
し
が
感
動
的
で
し
た
。

　

笠
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
回
開
催
さ
れ
た
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
」
に

は
沢
山
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

センターだより
し指目をりく て

令和元年度
夏休みわくわく体験教室

７月21日〜８月８日
友部、笠間、岩間で23教室
参 加 者	 443人
協力ボランティア	 196人

　社会福祉協議会で活動しているボランティアの
皆さんを講師に、福祉に触れ、体験の中から福
祉活動やボランティア活動を理解してもらおう
と、今年も社協３カ所を会場に福祉体験（８教室）、
物づくり教室（10教室）、クッキング（５教室）
が開催されました。

夏休みわくわく体験教室クッキング
７/27	 そば打ち
	 （ともべＡ館）
７/29	 手打ちそば
	 （いわま）
８/１	 ジャムづくり
	 （ともべＢ館）
８/５	 楽しいおやつ
	 づくり（いわま）
８/７	 パンづくり
	 （いわま）

物づくり
７/21	 竹細工（水鉄砲）
	 （ともべＡ館）
７/21	 竹細工（紙鉄砲）
	 （ともべＡ館）
７/23	 折り紙（いわま）
７/29	 貝殻水族館（ともべＡ館）
７/31	 はり絵（ともべＡ館）
８/１	 ゴキちゃんコロリ
	 （かさま）
８/２	 つるし飾りづくり
	 （ともべＡ館）
８/５	 筆立て（いわま）
８/５	 パステル和み
	 アート（かさま）
８/７	 工作（かさま）

福祉体験など
７/28	 防災訓練
	 （ともべA館）
７/29	 手話（いわま）
７/29	 みんなで楽しく
	 体操ゲーム
	 （いわま）
７/30	 手話
	 （ともべＡ館）
７/31	 点字（いわま）
８/１	 点字（ともべA館）
８/２	 スクエアステップ
	 （いわま）
８/８	 手話（かさま）

水鉄砲 紙鉄砲

「
第
一
火
曜
日
の
会
」

「
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
」

見
学
会

29
人
参
加

７/２
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このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

　

令
和
元
年
６
月
10
日
、
笠
間
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
の
役
員
は
、
各
支
部
の

会
長
・
副
会
長
・
会
計
で
構
成
さ

れ
、
市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
る
団
体
や
個
人
の
横
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
、
地
域
福
祉

の
推
進
や
、
情
報
交
換
、
交
流
な

ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
互
選
に
よ
り
、
役
員
改
選

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
岩

間
が
担
当
と
な
っ
て
い
ま
す
。

笠
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
役
員

任
期 

令
和
元
年
６
月
〜
２
年
間

　

会　

長　

強
口　

玄
子（
岩
間
）

　

副
会
長　

小
室　

和
子（
笠
間
）

　
　

〃　
　

川
澄　

清
子（
友
部
）

　

会　

計　

木
村　
　

実（
岩
間
）

各
支
部
で
も
役
員
改
選
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

⃝

笠
間
支
部
総
会　
５
月
13
日

　

会　

長　

小
室　

和
子（　
　

）

　

副
会
長　

大
嶋　

悦
子（
ひ
め
は
る
）

　
　

〃　
　

川
松
美
佐
子（　
　

）

　

会　

計　

飯
田　

一
江（
秋
桜
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録　

462
人

　

サ
ー
ク
ル　

16

⃝

友
部
支
部
総
会　
５
月
20
日

　

会　

長　

川
澄　

清
子（　
　

）

　

副
会
長　

千
葉　

倫
夫（
み
ち
く
さ
）

　
　

〃　
　

山
本　

信
子（　
　

）

　

会　

計　

池
田　

和
輔（
麺
友
会
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録　

721
人

　

サ
ー
ク
ル　

38

⃝

岩
間
支
部
総
会　
５
月
28
日

　

会　

長　

強
口　

玄
子（　
　

）

　

副
会
長　

堀
川　

泰
三（　
　

）

　
　

〃　
　

渡
辺　

美
子（　
　

）

　

会　

計　

木
村　
　

実（　
　

）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録　

219
人

　

サ
ー
ク
ル　

23

　

こ
れ
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
充
実
な
ど
に
向
け
活
動
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
も
、
中
・
高
・
大
学
生
を

対
象
と
し
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
２
０
１
９
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
年
ぶ
り
に
宮
城
県
へ
復
興
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き
ま
し
た
。

　

大
川
小
学
校
跡
地
で
清
掃
活
動

を
31
人
の
参
加
者
で
行
い
ま
し
た
。

　

笠
間
市
鯉
渕
に
あ
り
ま
す
茨
城

福
祉
工
場
の
見
学
と
交
流
会
に
11

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

普
段
な
か
な
か
で
き
な
い
貴
重

な
体
験
が
で
き
、
新
た
な
発
見
も

得
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 　

先
日
、
青
春
時
代
を
共
に
過
ご

し
た
昔
の
職
場
の
友
人
達
に
会
う

機
会
が
あ
っ
た
。
待
合
せ
場
所
で
、

そ
ば
に
居
る
の
に
３
年
ぶ
り
の
時

間
の
流
れ
は
、
す
ぐ
に
は
判
ら
ず
、

若
さ
だ
け
が
取
り
柄
だ
っ
た
メ
ン

バ
ー
も
70
歳
代
に
な
っ
て
い
た
。

　

若
く
し
て
夫
を
亡
く
し
、
自
分

も
病
気
を
抱
え
な
が
ら
義
母
と
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
孫
の
世
話
を
し

て
い
た
人
も
、
最
近
義
母
を
看

取
っ
た
と
ほ
っ
と
し
た
様
に
話
し

て
い
る
。

　

百
歳
過
ぎ
の
実
母
を
送
り
、
よ

う
や
く
自
由
に
な
れ
た
と
言
っ
て

い
た
の
に
施
設
に
い
る
叔
母
を
遠

方
か
ら
毎
月
訪
ね
て
い
る
人
。

　

バ
ッ
シ
ン
グ
に
負
け
ず
定
年
退

職
し
た
人
は
女
が
定
年
ま
で
勤
め

る
の
は
本
当
に
大
変
だ
っ
た
と
言
う
。

　

夫
の
遺
産
を
巡
り
子
供
達
の
確

執
に
悩
む
人
な
ど
平
凡
に
見
え
る

裏
側
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
が

あ
る
と
皆
の
話
を
聞
い
て
い
た
。

　

そ
う
い
う
私
も
両
親
を
送
り
次

は
老
後
を
考
え
る
番
だ
。
静
か
な

余
生
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。

（
Ｙ
子
）

ボランティア
づちまいよみ住

ハ
ー
ト

レ
イ
ン
ボ
ー

レ

ク

リ

エ
ー
シ
ョ
ン

旭
フ
レ
ッ
シ
ュ

健
康
体
操
の
会

四
つ
葉
の

ク
ロ
ー
バ
ー

あ
た
ご
手
話

サ
ー
ク
ル

イ
ベ
ン
ト

協
力
隊

や
す
ら
ぎ

契　

茶

つ
む
ぎ
の
会

「ふれあいサロン来栖」塩田会長から地域助け合いを学ぶ
（5/13 笠間支所にて）

大川小跡地での清掃活動

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

笠
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
２
９
６
（
７
８
）
２
６
２
６

チ
ャ
レ
ン
ジ
❶

復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

7/28

チ
ャ
レ
ン
ジ
❷

茨
城
福
祉
工
場
見
学
会

８/６

ひ
と
り
ご
と

令
和
元
年
ー
笠
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
ー

総
会
新
た
な
役
員
で
ス
タ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
ボ
ラ

お
知
ら
せ

　

令
和
元
年
度
の
福
祉
バ
ザ
ー

の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

10
月
20
日（
日
）
友
部
公
民
館

　

11
月
２
日（
土
）
笠
間
芸
術
の
森
公
園

　

11
月
９
日（
土
）
市
民
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま

　

バ
ザ
ー
用
品
の
ご
寄
付
は
週

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

事
前
の
持
ち
込
み
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。
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「
令
和
」
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
広

報
誌
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
、テ
レ
ビ
画
面
に「
令
和
」

の
文
字
が
映
し
出
さ
れ
た
時
、私
は〝
ド

キ
ッ
〟と
。
そ
こ
に
自
分
の
名
前「
令
」

と
い
う
字
が
…
。

　

わ
が
国
の
元
号
は
、「
大
化
」
か
ら

「
令
和
」
ま
で
、
実
に
248
の
元
号
が
続

い
て
い
て
、
今
回
は
日
本
の
古
典
で
あ

る
『
万
葉
集
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
の

こ
と
。「
令
」
の
意
味
を
改
め
て
知
る

こ
と
に
な
り
、
名
付
け
て
く
れ
た
今
は

亡
き
両
親
に
感
謝
で
す
。

　

今
号
は
「
地
域
づ
く
り
」
を
取
り
上

げ
、
超
高
齢
社
会
へ
向
け
て
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
（
関　

令
子
）

笠間市あすなろ友の会 ￥7,955
有限会社笠間給食センター
　従業員一同 ￥7,621
常井　幸子 ￥5,357
鈴木　良金 ￥2,769
阿亀親睦ゴルフコンペ ￥43,831
笠間市ボランティア連絡協議会
　友部支部 ￥50,000
ごみを考える会 ￥5,000
青葉町長寿会 ￥20,704
飯田自動車有限会社 ￥13,598
日本入歯リサイクル協会 ￥5,421
バザー夢工房 ￥107,000
岩間ライオンズクラブ ¥50,000
打越　忠男 ¥6,849
匿名 ¥37,422

エコキャップ、使用済み切手等
有限会社伊藤石材工業
岡本興業株式会社
県立中央病院（施設課・消毒室・リネン室）
泰栄電器株式会社
岩間第一小学校児童クラブ
認定こども園大成学園いなだこども園
有限会社笠間給食センター　従業員一同
生長の家茨城県教化部　白鳩会
ともべ保育所
いわま保育園
宍戸小学校児童クラブ
有限会社　清水工務店
大沢保育園
額田　義文
大原小児童クラブ（ポプラの会）
稲田中学校　環境福祉委員会
友部東特別支援学校
アオトプラス株式会社　友部工場
（故）髙橋　龍己
ありんこ
さくら幼稚園
いきいきステップ下市毛
大沢中３区
みか保育園
くるす保育所
佐藤畳店
ナブコシステム株式会社　茨城支店
下安居地区社会福祉協議会
土師地区社会福祉協議会
ポプラクラブの会

めぐみこども園
岡本興業株式会社
不二製油株式会社　関東工場
友部第二中学校
青葉町長寿会
飯田自動車有限会社
青木　よし
ともべ幼稚園
ガールスカウト茨城県第30団
株式会社　久工
こころの医療センター　デイケア
岩間第一小学校
おしのべ保育園
高齢者クラブ　旭台睦会
カントリークラブ　ザ　レイクス
サービス付高齢者向け住宅スマイル
笠間市手をつなぐ育成会
川松　美砂子
岡野　けい子
岩間中学校
稲田小児童クラブ
真知美容室
笠間市立みなみ学園児童クラブ
すみれこども園
居宅介護支援事業所　やまびこ
大沢保育園
赤沢　三男
持丸　一幸
イチカワユニオン岩間支部
友部小学校児童クラブ
ひまわり保育園
匿名

日用品等
笠間市手をつなぐ育成会
育児・介護用品等
川上　美奈子
食品等
斉藤農園
匿名

訂正とお詫び
　　平成30年度の会員会費報告書において、誤りがあ
りましたので、お詫びを申し上げるとともに訂正いた
します。
⃝住吉本宿　【誤】　（株）伊勢丹友部スクエア
　　　　　　【正】　（株）伊勢甚友部スクエア

⃝住吉新宿　【誤】　（有）加倉井鉄金工業
　　　　　　【正】　（有）加倉井板金工業

⃝南小泉１　【誤】　宍戸ヒルズカントークラブ
　　　　　　【正】　宍戸ヒルズカントリークラブ

訂正とお詫び
　社協だより№38の善意銀行預託者紹
介の中で、記載もれがありました。お
詫びを申し上げるとともに掲載させてい
ただきます。
　岩間第一幼稚園　　使用済切手

令和２年４月１日付採用の職員採用試験を実施します。
　１．職種（採用予定人数）

事務職（１名）　　　　　　介護支援専門員（２名）
　２．募集要項

・笠間市社会福祉協議会ホームページに掲載します。
・当協議会窓口で配布します。

職
員
募
集

善意の寄附を「ありがとう!!」（善意銀行預託）
物　　　　　品

編

後

集

記

（受付は15：30までにお願いします）

日常の困りごとなど何でも相談してください（無料・秘密保持）
時間：13：00～16：00

社会福祉法人
笠間市社会福祉協議会

本　　所　TEL0296-77-0730　FAX0296-78-3933
笠間支所　TEL0296-73-0084　FAX0296-72-3722
岩間支所　TEL0299-45-7889　FAX0299-45-6250

お問い合わせ先

金　　　　　銭

※事前に心配ごと相談所へご相談ください。法律相談
笠間支所 本　　所 岩間支所
第３金曜日
10：00〜12：00

第１金曜日
10：00〜12：00

第２金曜日
10：00〜12：00

笠間支所 本　　所 岩間支所
場所

月 社協笠間支所 地域福祉センターともべ
（旧友部社会福祉会館）

地域福祉センターいわま
（旧岩間保健センター）

９月 10日・24日 11日・25日 ５日・19日

10月 ８日 ９日・23日 ３日・17日

11月 12日・26日 13日・27日 ７日・21日

12月 10日・24日 11日・25日 ５日・19日

１月 14日・28日 ８日・22日 16日

令和元年度　心配ごと相談所開設日程表

平成31年１月１日～令和元年６月30日まで（順不同・敬称略）
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